
浅木小学校5年生の山本久美ちゃんと古賀爵ちゃん、昭和58年、 

率　調書8m醸　亥碓まれの舶し二人組この二人卵分たちの枝を一朗 
浩網営相田田圃圏閣議濁音略減と、イノシシを飼育し和一る小字III弘和さん（岡垣町高倉） 

′　　　一二　　　　　　を訪ねましたor亥年なんて、かっこ患い」と言っていた二人でし 喜／‾一　（醗鰐惣イノシシの子“ウリボク．を点在とたみ「わーっ、かか－い」。 闇圏薦酸㌦式”　ぢ詑つかり抱っこまでさせてもらってすっかりご洒脱「まだ、亥 

＼一 ㌧「∴十∵：で �ンi／＼、十三1漢璽筆繍高的つこ悪いと思う？」の鯛Iこ、二人は声を合わせて「イ ∴ 

発寒ご繋濠－　‾／麹シシ隼でイイの÷‥。、町 
立言∴∴∴ �擬態報繋，　纏醜聞蘭闘藍－／”■賀出藍剛開園翻駆撹界罰関 ����� 
饗饗義、 �醒騒 き ���　　　　邑 測器患閣愚勝 

＼ 〈組鵬 ） �ーi開園閏馳駆轡隔離 書、l tも ∴∴：丁∴：： 　∴：仁∴ ！∴∴∵∴∴∵∴ ���．∴　∴十． 　∴∴ l く8、11 ）∴ヽ 学べ壕無′＼ 態懸・、醸一女、－／ 

∴∴∴∴：∴∴　∴∴十∵∴　　　∴ 

～／懸鰯鰭／’＼毯灘溺隠撥騨 

∴∴ ∴∴∴ 　轢 �∴「：∴∴∴∴∵∴一一∴∴∴　∴∴ 　　　　！ 　　　　　綱島∴∴i畦 ∴∴　　∴∴ 

∴輯∴∴∴∴∴∴「 ，食／’∴＼／Yiの完 　　成 ∴∴∴　∴∴ ��　l 　ー／蔦 　∴－、∴－ 親閲騒騒逮／＼務鷲緑野‾“拳 固懸、讃血率吟，竃 綱田顕顛＿　鰯囲圏通報謬麗 ���i鞄1 ∴∴∴「－： ∴∴ ∴．∴一一 

艶麗級勿／
工
”
闇
－
子
羊
守
∵
話



8，乃0持周一一長いようで短かい一年周。

I994年、あなたにどんな歴史が刻まれたのでしょ

うか。そしてI995年が明けました。

今年も、3ら536，000秒の時を刻みます。この一秒
一秒を大切にしたいから。そして、この一年を町

が生き、人が結く27世紀へのステップアップにし

たいから。メモリアル7994。広報おんがで昨年の

話題を拾ってみました。

予算の伸びは活力のバロメーター　　　　　　　鰭∴虻議案書i‘　　　～ 
平成6年度予算jOO鰭円を突破 �∴番　　　　丁　憲玉　手 

平成6年度は、ふれあいの里や虫牛津住宅地区 �韻讃謡誕薗麗 ∴∴∴∴葛∴一〕一．∴ 　　攫幾慈蒸器、演i 
改良など大きな事業が目白押し。遠賀町の予算が 
一般会計、特別会計をあわせてついに100億円を 

突破しました。「活力と魅力にあふれる新・生活 都市」に向けて遠賀町、ただ今ぼく進中。 

一∴、÷：∵∴∴丁㌢∴言一 
（4月10日号に掲載） 

給水制限はまめ惰れました柑

襲曇塁蒜議謀議蒜
給水制限にいたりませんでしたが、お隣の芦屋町
や水巻町は給水制限が約1か月間続きました。あ
らためて水の大切さを実感させられた1年でした。

月25日号で節水の呼びかけ）（7月25日号・8
登）二三＼一言叢器紫野宅韻語‾“‾　馨繋惑曇 

踊らiこや、tIシ・ヽIシ �塞鷲認 �皿 
阿波踊りを迎えて町盆飾り大会 �∴∴∴ ＼／i 総漉鍵／＼ ∴∴∴芯： �r〉 ∴∴∴十㌧∴∴∴ l 闇龍 　野 

ふるさとの匂いがムンムン。町盆踊り大会は去 

年も大盛況。町制施行30周年を記念して、徳島市 
から阿波踊りの「扇遵」の皆さんが駆けつけてく れました。さすがに阿波踊りはスゴかった。町民 

も踊りの輪のなかに次々に飛び込み、全員で大 
ハッスル。すてきな思い出がつくれました。 （9月10日号に掲載） 

∴∵∴∵∴∴∴　∴　∴、ミこ， 

．・∴

制
施
行
三
十
月
年
記
念
事
業
が
す
べ
て
成
功
し
た
の
も
、

町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
る
と
感
謝
申
し
上

夢
と
希
望
の
ふ
く
ら
む
輝

か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
皆
様
に
、
心
か
ら
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
町
政
に
対
す
る
ご
理
解

と
ご
支
援
に
深
く
感
謝
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の
町



三十路を迎えた遠賀町、これからもヨロシウ

30月年記念式典8記念車第

4月1日、町制施行50周年を迎えた遵賀町。10

月9日にその記念式典と記念事業を行いました。
記念式典では、町行政に対する功労者など110人
と6組の皆さんが表彰されました。記念事業は、

中野良子さんの講演会とポニーシャツクスのふれ
あいコンサート。会場は大いに盛り上がりました。

（10月舘日号に掲載）

毒舌
講師／中

スクープー絶滅危機の珍糧見つかる �「i　　　　　　巳「＝「「葛臆漢書 ’一波　一i∴　　　　　　車重 ����器 ＿＿．一一三孟姦藷遽義 一．hO日記馴 ��緩… �∴∴∴ 遜護、、⊃艦袈 　　　言、 

尾崎の鱈腹池Iこオニバスが生育 �一千十一∵一一∴∴∴∴∴ 　ヽ一当－ ���� 

オニバスは日本自然保護協会が発行している �・醸黎澄灘 � 
「レッドデータブック」に絶滅危機の種として掲欝選藷‾ 醒れているスイレン科の一一年単一のオーバス　築 ����� 

i・一軍。一一 が生育しているのか、尾崎の醗池です。この ニュースは、新聞やラジオでも取り上げられ話題 を呼びました。遠賀町は自然の宝庫なのかもしれ � ����ヽ∴1ゝ一 二三二〉 

＼言 ���� 

／二田ご 

ません。（10月10日号に掲載）　　　　　　　　　　鏑　扉‾““〇〇°“〇°“ei臆。““ ��讃藍墾田援霧器漢音S，‾∴立案SS喜田亜田園 ��� 

∴∴∴∴　　　∴きき○○賀宴音音音寓と希望をのせて新罷職翼生 　　　　　　‡「∴ 

量、 � �　　　　　　　＼倉 ；： �　ふれあく）の里センターオープン 　高齢者だけでなく、若い人たちにも人気。ふれ 話題IeeSあいの里センターが11月23日にオープン。毎日、 　約200人の利用者でにぎわっています。まだ利用 ／㌻㍉されていない皆さんもぜひ一度、足を運んでみて ・ン芸iはいかがですか。この施設のオープンの一方で、 一Ji骨幹者の此ん‾ざ∠▲親まきた拍’”● 

封書8888言争 

ー ��蔓親閲 

璃 �� 1　／ � 

」∴ 「 鞄綱田 �、　r �� 

議調に字二七柔（9月10日号でふれあいの里センタ‾撒） 
∴，rJ∵ �1一‾ 

一一、さ．

謹
賀
新
年

げ
ま
す
。

私
が
町
政
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
、
八

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
町
民
憲
章

を
基
調
に
町
民
の
だ
れ
も
が
「
遼
賀
町
に
住
ん
で
本
当

に
良
か
っ
た
」
と
自
信
を
持
っ
て
言
え
る
〝
ひ
と
〟
傑

先
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
全
力
を
注
い
で
ま
い
り

ま
し
た
。

北
九
州
都
市
圏
の
西
都

に
位
置
す
る
遠
賀
町
は
、

飛
躍
的
に
発
展
を
続
け
、

人
口
も
二
十
年
前
の
約
二

倍
の
約
一
万
九
千
人
と
な

り
、
二
万
人
を
目
前
に
し

て
い
ま
す
が
、
課
題
は
人
口
の
増
努
へ
の
的
確
な
対
応

に
よ
る
優
れ
た
生
活
環
境
の
構
築
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
平
成
四
年
に
蹄
足
し
た
第
三
次
総
合
計
画
の
中

で
定
め
た
避
衡
町
の
都
市
像
で
あ
る
「
活
力
と
魅
力
に

あ
ふ
れ
る
新
・
生
活
都
市
」
を
め
ざ
し
、
来
る
べ
き
二

十
一
世
紀
に
備
え
た
総
合
的
な
施
範
に
取
り
組
ん
で
ま

い
る
所
存
で
す
。

今
後
と
も
、
一
人
ひ
と
り
の
命
が
光
輝
く
、
そ
ん
な

遠
賀
町
を
つ
く
る
た
め
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
脇
カ
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
健
勝
と
、
ご
多
幸

を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

遠
賀
町
長
　
高
山
　
和
幸



壷／∴20 　1 国民年金の加入者は3つのグループに分けられます。 色麻護讃：露語詰古山一㌧璃 �国 民 年 金 情 報 成 人 の 日 に よ せ て 

㊧㌫講書　一驚、． （ ．㊧禽蘭∴馨紫計潮音「寺 

I言‾

マ
イ
ホ
ー
ム
を
建
て
た

多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

諜
鶴
捕
就
辛
が
あ
り
ま
す

の
　
　
　
年
末
調
整
が
済
ん
で
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
人
で
も
、
確
定
申
告
を

す
る
と
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
戻
っ
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ホ
ー
ム
を
建
て
た
り
買
っ
た
り
し
た
場
合
に
は
、
住
宅
取
得
特
別
控
除

を
、
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
に
は
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
控
除
に
つ
い
て
そ
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま

す。

マ
イ
ホ
ー
ム
を
－
建
て
た
な
ら

住
宅
取
得
重
り
特
別
控
山
陽

民
間
の
金
融
機
関
や
住
宅
金
殿
公
庫

な
ど
か
ら
融
蜜
を
受
け
て
、
マ
イ
ホ
ー

ム
を
新
築
し
た
り
増
改
築
な
ど
を
し
た

と
き
や
中
古
住
宅
を
購
入
し
た
と
き
に

は
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
六
年
間

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
は
．
一
年
目
に

確
定
申
告
を
す
る
と
二
年
目
か
ら
は
年

末
調
整
で
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
控
除
を
受
け
ら
れ
る
要
件

①
住
宅
取
得
後
6
か
月
以
内
に
入
居
し

引
き
続
い
て
居
住
し
て
い
る
こ
と

②
住
宅
の
床
面
積
が
五
〇
2
m
以
上
二
四

〇
品
以
下
で
あ
る
こ
と
　
（
増
改
築
な

ど
の
場
合
は
、
そ
の
建
築
面
積
が
五

0
2
m
以
上
）

③
控
除
を
受
け
る
年
の
所
得
金
額
が
、

三
千
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
　
（
た
だ

し
、
入
居
年
月
日
等
に
よ
り
所
得
要

件
が
異
な
り
ま
す
）

④
住
み
始
め
た
年
と
そ
の
年
の
前
後
二

年
内
に
、
居
住
用
財
産
の
譲
渡
所
得

の
特
別
控
除
や
買
換
、
え
　
（
交
換
）
　
な

ど
の
課
税
の
特
例
を
受
け
て
い
な
い

か
、
ま
た
は
受
け
な
い
こ
と

⑤
民
間
の
金
融
機
関
や
住
宅
金
融
公
庫

な
ど
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
い

る
こ
と
、
建
設
業
者
な
ど
か
ら
購
入

し
た
場
合
の
債
務
を
賦
払
い
の
方
法

で
支
払
っ
て
い
る
こ
と

⑥
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
返
済
期
間
が
十

年
以
上
で
、
し
か
も
月
賦
の
よ
う
に

分
割
し
て
返
済
し
て
い
る
こ
と

⑦
中
古
住
宅
の
場
合
は
、
築
十
五
年
以

内
　
（
非
木
造
に
つ
い
て
は
築
二
十
年

以
内
）
　
の
建
物
で
使
用
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
こ
と

⑧
増
改
築
な
と
の
場
合
は
、
工
事
費
用

が
百
万
円
を
超
え
る
増
築
改
築
、
大

規
模
な
修
繕
で
あ
る
こ
と



A　入居年およびその翌年

住宅ローンなどのうち建物部分の年末残高1，000
万円以下の部分×1．5％十年末残高1，000万円を超
える2，000万円以下の部分×1％十年末残高2．000

万円を超える3，000万円以下の部分×0．5％＝住宅

取得等特別控除

B　入居後3年目～6年目

住宅ローンなどのうち建物部分の年末残高2，000
万円以下の部分×1％十年末残高2，000万円を超
える3，000万円以下の部分×0．5％＝住宅取得等特
別控除

聯隊の　　　　　　　∴∴宣：「∴∴ ���医 療 費 控 除 �多 額 の 医 賎 費 を 支 払 っ た ら � 

●と ●と ※印 〃会場 ��三輩三三三三∴：三：： 午前9時から午後4時まで℡℡つ 　31お 

∴’／動議鬱十千幕　　　◆ 案内図。2月1日から3月，5日まで謹書荒業詩宗彊 

TT宰 ／－ノ二」 二日二‾‾「I 一、、諌 ��TT量‾の間（土・日曜日、祝日を除へまは保険金などで補てんされた全額の 塵艦驚○墨窯謹 

圏 ● �馨童護　国国　務親 �，10 3 �OP o � 年金額は1級障害　975，000円（年額）　　　　　lSSSSSr 

保険苦 ＼る学 、厚生 号被保 ） �に変わ 生さん 年金や 険書カ う 、年金 口に、年 をして �讃 

：藍∴8回∵∵幸二三三 

籍誓帥こあ根で・牛鍋の改造も行　　て、年金額を元に戻して窮ましょう。．雲 �主には ださい 担当窓 手続き 

ヽ

◆
控
除
額
の
計
算
方
法

注
　
入
居
年
月
日
又
は
住
宅
の
取
得
等

に
か
か
る
契
約
締
結
年
月
日
な
と
が
平

成
5
年
3
月
3
1
日
以
前
の
場
合
は
、
入

居
年
お
よ
び
、
そ
の
翌
年
も
B
の
計
算

方
法
に
な
り
ま
す
。

◆
申
告
に
必
要
な
書
類

①
住
民
票

②
登
記
事
項
証
明
譜

③
請
負
契
約
評
や
売
買
契
約
書
な
ど
、

建
物
の
取
得
年
月
日
・
床
面
積
・
価

格
な
ど
を
示
し
た
書
類

④
住
宅
取
得
資
金
等
に
係
る
借
入
金
の

年
末
残
・
商
等
証
明
菖

⑤
増
改
築
な
ど
の
場
合
は
、
さ
ら
に
建

築
確
認
通
知
書
の
写
し
、
検
査
済
証

の
写
し
ま
た
は
建
築
上
か
ら
交
付
を

受
け
た
増
改
築
等
工
事
証
明
書

⑥
源
泉
徴
収
票



謡翻 －． �離 �押 上高“1 �∴∴ ��繰言、」ノ滋 

贈’‘ii綴懸網戦 ���駿 � ��� 

，大／／灘蟻酸 　綴滋 ���） i 瀦鰯 �1 ���十・→ ′ノ 」蕪 、；∴ 

訳 ����．∴）． 志1∴ 　馨謹話 

十二∴一； ＼ ���∴∴∴ �� �� 

一言 l／ ∴∴㍉∴ 十 �� � � ���’滋 

l＿i◆ ・∴ ′ l繊＿ 一il 艶鰹 �撼 �i閥，－； �∴） 中 ���一種 ○ 

言

真剣に、そして慎重に大木の幹回りを81測

「ナイスショット」の声、飛び交う

グラウンドゴルフ大会

今流行りの軽スポーツ、グラウシトゴルフの大会が12

月4日、総合運動公園緑の広場でありました。この日は、

ふるえるほどの寒い一一日でしたが、参加した150人は、

寒さを吹き飛げせとばかり月こナイスショットを連発。老

若男女を闘わずだれもが気謡に葉しめるスポーツだけに

参加者の年齢は幅広く、世代間交流も図九だようです〉
「勝負よりもっと大きなものつかんだ」そんな・円にな

りました。

線の広場には、町民のさわやかな笑顔が似合う

○企画課企画詞望燻

若松税務署長賞を受賞する板倉日華さん

を
中
学
生
が
考
え
た

樹
医
？
い
え
い
え
公
民
館
長
さ
ん
で
す

地
区
公
民
館
連
絡
協
議
会
の
大
木
調
査

1
2
月
1
1
日
、
各
行
政
区
の
公
民
館

長
さ
ん
で
組
織
す
る
地
区
公
民
館
連

絡
協
識
会
が
、
町
内
に
あ
る
約
一
．
．
十

本
の
大
木
を
調
査
し
ま
し
た
。
幹
回

り
が
三
メ
ー
ト
ル
は
あ
ろ
う
か
と
い

う
大
木
の
回
り
を
巻
き
尺
を
持
っ
て

く
る
っ
と
ひ
と
回
り
　
「
お
～
つ
、
こ

り
ゃ
あ
大
き
い
ぞ
」
そ
ん
な
声
が
飛

び
交
い
ま
し
た
。

昭
和
6
3
年
に
町
が
行
っ
た
巨
木
調

査
の
と
き
よ
り
も
わ
ず
か
な
が
ら
大

き
く
な
っ
た
木
に
、
館
長
さ
ん
た
ち

も
こ
ヤ
リ
。
「
大
木
は
町
の
遺
産
。

い
つ
ま
で
も
こ
の
自
然
を
守
り
つ
づ

け
た
い
で
す
ね
」
と
会
長
の
森
繋
義

さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

盲
難
詰
コ
ン
ク
ー
ル

「
税
を
知
る
週
間
」
　
（
日
月
日
日
～
1
7
日
）
　
の

行
事
の
一
環
と
し
て
、
国
税
局
が
行
っ
た
中
学

生
の
「
税
の
標
語
」
「
税
の
ポ
ス
タ
ー
」
　
コ
ン

ク
ー
ル
の
入
選
者
が
決
定
し
ま
し
た
。
遠
賀
町

の
所
管
で
あ
る
若
松
税
務
署
管
内
た
け
で
も
約

四
千
点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
で
、
今
年
も

町
内
か
ら
多
数
の
作
品
が
人
選
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
遠
賀
・
遠
賀
南
面
中
学
校
の
租
税
教
育

へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
と
、
生
徒
の
皆
さ
ん

の
税
に
対
す
る
知
識
と
関
心
の
高
さ
の
表
れ
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
人
選
作
品
は
次
の
通
り
で

す
。
（
敬
称
略
）

【
標
語
の
部
】

若
松
税
務
署
長
貸

納
税
で
　
み
ん
な
の
笑
顔
　
輝
く
明
日

通
貨
高
中
学
校
∴
3
年
　
板
倉
　
由
季

福
岡
県
若
松
県
税
事
務
所
長
賞

大
切
な
　
あ
な
た
の
未
来
に
　
生
き
る
税

遠
賀
南
中
学
校
　
2
年
　
稲
尾
　
明
子
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冬の遠賀川河川敷で、約00人がふるさとの自然を満喫

26睡類の野鳥を確

バードウオッチング

遠賀レクリエーションの会の主催で12月4日、バート

ウオッチングが行われました。めずらしいカワセミを見

つけた子どもは、「あっ、あの蔦まるで青い銀紙みたい

だね」とポッリ。これには、指韓にあたった日本野鳥の

会の会員も「子どもの表現力ってすごい」と感心しきり。
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軽快にリズム 12月3日、町中央公民 と人権」がありました。 在では、約30人もいると 番目に誕生したのが神 た」と当時を振り返り吉 成じさせないところはさ 
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ヽ

と
一
緒
に
タ
イ
ム

プ
セ
ル
を
埋
設
し

こ
と
。
1
0
年
後
、

若
松
税
務
署
管
内

納
税
推
進
協
議
会
長
鎖

せ
い
き
ん
で
　
ま
ご
こ
ろ
ひ
と
つ
　
お
さ
め
て
る

遠
賀
中
学
校
　
　
1
年
　
畑
　
　
住
総

遠
賀
町
長
貨

健
や
か
な
　
笑
顔
の
素
は
　
あ
な
た
の
税

遠
賀
中
学
校
　
　
3
年
　
小
野
田
智
子

こ
の
税
が
　
未
来
の
あ
な
た
の
　
役
に
立
つ

遠
賀
中
学
校
　
　
3
年
　
金
子
　
裕
司

税
金
を
　
納
め
て
住
み
よ
い
　
町
づ
く
り

遠
賀
南
中
学
校
　
3
年
　
森
　
　
郁
恵

明
る
い
わ
　
あ
な
た
の
税
で
　
い
ざ
る
町

遠
賀
商
中
学
校
　
3
年
　
平
田
有
賀
子

税
金
で
　
み
ん
な
が
住
み
よ
い
　
町
づ
く
り

遠
賀
中
学
校
　
　
2
年
　
三
井
　
絵
美

税
金
を
　
納
め
て
豊
か
な
　
衝
づ
く
り

遠
賀
南
中
学
校
　
2
年
　
太
田
　
景
子

税
金
を
　
正
し
く
納
め
て
　
輝
く
未
来

遠
賀
南
中
学
校
　
2
年
　
川
原
　
　
馴

税
金
は
　
み
ん
な
の
暮
ら
し
に
　
生
き
て
い
る

遠
賀
中
学
校
　
　
1
年
　
森
田
　
白
書

納
税
は
　
社
会
の
ル
ー
ル
の
　
第
一
歩

遠
賀
中
学
校
　
　
1
年
　
上
野
ま
ど
か

税
金
で
　
明
る
く
楽
し
い
　
町
づ
く
り

遠
賀
中
学
校
　
　
1
年
　
中
野
　
優
子

税
金
は
　
未
来
を
築
く
　
お
手
伝
い

遠
賀
南
中
学
校
　
1
年
　
貞
夫
　
富
雄

税
金
は
　
み
ん
な
の
心
の
　
貯
金
箱

遠
賀
南
中
学
校
　
1
年
　
江
口
　
真
理

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

銀
賞
　
作
品
「
納
税
に
よ
い
諒
境
と
町
づ
く
り
」

遠
賀
中
学
校
3
年
　
武
香
美
手

鍋
録
　
作
品
「
納
税
」

遠
賀
中
学
校
3
年
　
鬼
拐
智
典
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熟
年
だ
か
ら
こ
そ

い
き
い
き
光
っ
て
い
た
い

社
会
の
急
激
な
変
化
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
も

大
き
く
変
わ
り
、
も
の
に
対
す
る
価
値
観
ま
で
も
変
え
て
し

ま
う
今
日
、
人
生
0
0
年
時
代
を
迎
え
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
送
る
た
め
に
、
何
か
を
常
に
学
ぶ

『
生
涯
学
習
』
　
『
生
き
が
い
づ
く
り
学
習
』
　
が
、
い
ま
こ
そ

必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

乱
対「ヽ

噴
油ゝ

n
ノ

蕃
呼

新
細

遠
賀
町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

が
、
平
成
5
年
4
月
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

い
ま
、
遠
賀
町
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
が

自
主
的
学
習
活
動
と
し
て
、
身
近
に
あ
る

地
域
の
公
民
館
や
中
央
公
民
館
で
　
「
生
涯

学
習
」
「
生
き
が
い
づ
く
り
学
習
」
を
楽

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
　
「
地
域
の
中
だ
け
で
は
、

ど
う
し
て
も
5
人
以
上
の
仲
間
と
出
会
う

機
会
は
困
難
」
と
い
う
悩
み
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
　
「
町
内
で
、
同
じ
学
習
希
望
の

仲
間
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
い
っ

し
ょ
に
学
習
し
た
い
」
と
思
わ
れ
る
方
た

ち
へ
向
け
て
、
つ
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
学

習
ら
開
設
へ
準
備
す
る
運
び
と
な
り
ま
し

た。

そ
の
た
め
に
、
先
ず
、
同
じ
学
習
希
望

の
方
が
ど
の
く
ら
い
お
ら
れ
る
か
、
希
望

調
査
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
学
習
へ
の
参
加
宿
望
調
査
」

『
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
学
習
山
　
が
開
設

さ
れ
た
場
合
、
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
思
わ

れ
る
方
は
、
こ
の
希
望
調
査
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

『
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
学
習
』
と
は

学
習
メ
一
一
ユ
ー

n
月
1
0
日
に
発
行
さ
れ
た
、
町
広
報
「
お

ん
が
」
　
の
町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
央
公
民
館
で

い
ま
差
し
上
げ
て
い
ま
す
〝
学
習
項
目
と

有
志
指
導
者
一
覧
表
〟
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
の
学
習
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
希
望
す
る
学

習
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

参
加
希
望
申
込
書

希
望
す
る
学
習
項
目
、
学
習
が
で
き
る

と
思
わ
れ
る
曜
日
、
時
間
帯
な
ど
を
記
入

さ
れ
、
2
月
末
日
ま
で
に
中
央
公
民
館
あ

て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
中
央
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

学
級
の
開
設

参
加
希
望
調
査
に
よ
っ
て
、
1
0
人
以
上

の
同
じ
学
習
仲
間
が
出
会
え
ば
、
学
習
グ

ル
ー
プ
を
つ
く
り
　
『
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

学
級
』
を
開
設
し
ま
す
。

学
級
は
、
1
0
回
の
学
習
を
1
つ
の
区
切

り
と
し
て
、
公
民
館
講
座
方
式
で
開
設
し

ま
す
。
テ
キ
ス
ト
購
入
の
費
用
は
、
各
自

が
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
活
動
へ
の
移
行

『
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
学
習
」
　
が
終
了

し
た
学
習
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
の
ま
ま
自
主

学
習
グ
ル
ー
プ
に
移
行
し
、
学
習
活
動
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

学
習
の
指
導

町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
登
録

さ
れ
て
い
る
「
有
志
指
導
者
」
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
学
習
の
お
手
伝

い
・
指
導
を
致
し
ま
す
。

学
習
の
参
加
希
望

調
査
に
ご
協
力
を

遠
賀
町
ふ
れ
あ
い
学
習

「
社
交
ダ
ン
ス
・
カ
ラ
オ
ケ

ふ
れ
あ
い
懇
親
会
」
開
く

「
町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
　
の

楽
し
い
学
習
活
動
の
広
が
り
と
ふ
れ
あ
い

を
深
め
よ
う
と
、
社
交
ダ
ン
ス
と
カ
ラ
オ

ケ
の
学
習
グ
ル
ー
プ
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ



－‘‘学習なかま’’との出会い－

蓉翻開高諺
FreedomとIndependence

先日、私は講師として大勢の人と男女差別問題

について話し合う機会がありました。日本の女性の

生き方と、アメリカの女性の生き方がかなり違うと

いうことは、一般的に知られていることだと思いま

すが、具体的にどこがどう違うかばあまり知られて

いない様子でした。

アメリカ人は、freedom（自由）とlndependence（独

立）は、すべての人間の生まれながらにして与えら

れている権利だと心の底から信じています。その

freedomとmdependeneeを活かせて自分の可能性を

確かめながら幸せをつく　りだす（pursult Of

happlneSS）という考えは、アメリカの国民テーマ

ともいえます。では、アメリカ人がとても大切に思っ

ている「独立言　とは、いったいどういうものでしょ

うが9

親、友達、会社、夫婦の間にも『独立』は存在す

るものです。つまり、だれにも頼らない、頼る必要

のない人間が1ndependentそのような人がアメリカ

で一番尊敬されています。

自分でなんでもできる人、本音がはっきり言える

人（タテマ工という英語はありません！）遠慮をし

ない人、このような性格が理想的に思われているア

メリカだから、日本にあるような『女性であるが故

に起こる問題容　は、それほど多くありません。

アメリカでは、『男は仕事、女は家庭』という言

葉は、もはやタブーともいえます。家事は手のすい

ている方がやる、妙なプライドがない効率の良い役

割分担をしています。古い文化に影響されないアメ

リカ人ならではの現象で、日本人がそのまま真似を

するには、少々無理があるかも知れません。

英会話教室へのお誘い

いま、中央公民館では、6つの英会話のグループ

が、日本とアメリカの文化の違いのお話や音楽をと

おして国際交流を深めながら、楽しく英語を学んで

います。英語や、異文化に興味のある方は、一度、

教室へお出でください。

（お問い合わせは、中央公民館　℡293－1355へ）

前回のパズルの回答（いかがでしたか）

CAR．BUS，MOTORCYCLE．BICYCLE．TAXl．SUBWAY．

TRAIN．PLANE．STREETCAR，SHIP．BOAT．SCOOTER

ヽ

て
1
2
月
Ⅱ
日
（
日
）
の
午
後
、
遠
賀
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル
で
ふ
れ
あ
い

懇
親
会
を
開
き
ま
し
た
。

鬼
津
老
人
会
ダ
ン
ス
同
好
会
・
木
守
区

朝
日
会
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
・
出
生
津
社
交
ダ

ン
ス
同
好
会
・
新
町
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
の

学
習
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
の
は
か
に
、
多

く
の
一
般
参
加
者
が
加
わ
り
、
7
0
人
を
超

す
に
ぎ
や
か
な
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
こ

の
会
に
、
参
加
者
は
も
ち
ろ
ん
、
会
を
企

画
し
た
学
習
グ
ル
ー
プ
は
、
大
き
な
満
足

感
を
得
ま
し
た
。

新
し
く
参
加
の

学
曽
グ
ル
ー
プ
（
紹
介
）

「
虫
生
津
社
交
ダ
ン
ス
同
好
会
」

（
代
表
　
仲
山
教
美
さ
ん
）

今
年
の
5
月
か
ら
、
神
谷
贋
美
先
生
の

「
着
付
け
教
室
」（

代
表
　
徳
王
昭
子
さ
ん
）

1
0
月
か
ら
5
人
の
メ
ン
バ
ー
で
始
め
て

3
カ
月
。
先
月
、
半
幅
帯
を
卒
業
、
今
で

は
も
、
つ
帯
を
持
つ
手
が
自
信
に
満
ち
（
↑
）

名
古
屋
帯
に
挑
戦
中
。
吉
村
和
子
先
生
の

や
さ
し
い
指
導
と
メ
ン
バ
ー
の
や
る
気
で

あ
と
1
カ
月
で
免
許
皆
伝
！

指
導
に
よ
っ
て
、
月
に
3
回
の
レ
ッ
ス
ン
。

「
美
容
と
健
康
」
　
の
つ
も
り
　
（
0
）
　
で
始

め
た
ダ
ン
ス
も
、
今
で
は
レ
ッ
ス
ン
の
日

が
待
ち
遠
し
く
、
笑
い
と
緊
張
の
中
で
一

生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
男
性
が
い

な
い
の
が
チ
ョ
ッ
ピ
リ
淋
し
い
で
す
。

臨
躍
認
証

埼
玉
県
に
あ
る
八
潮
市
は
、
生
涯
学
習

の
町
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
生
涯
学
習
が
活
発

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
生
涯
学
習
出

前
講
座
」
　
で
、
い
ま
最
も
人
気
の
あ
る
も

の
は
　
『
応
急
手
当
講
座
」
だ
そ
う
で
す
。

「
遠
賀
町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」

は
こ
れ
も
学
習
出
前
講
座
の
一
つ
で
す
が

こ
の
学
習
項
目
の
中
に
も
『
救
急
法
』
　
が

あ
り
ま
す
。

人
気
の
あ
る
な
し
は
、
そ
の
地
域
が
ら

に
大
い
に
関
わ
り
が
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、

ま
だ
ま
だ
P
R
の
不
足
を
反
省
さ
せ
ら
れ

ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
も
掲
示
出
来
ま
し
た
。

こ
の
　
『
町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
も

こ
の
第
5
号
で
新
春
号
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。



器璽書
紀手希実子ちゃん（虫生津）

平成6年1月9日生まれ

鵬

4月IBからすべての
事業所Iこ適用ざれます

育児休業法の掩行（平成4年4月1日）により、
事業主は、原則として要件を満たした労働者が
育児休業の申し出をした場合、これを拒むこと
ができないことになりました。
30人以下の労録音を器用する事業所について

は、現在、育児休業法の育児休業に関する規定
の適用が舞子されていますが、平成6年度は、
適用猶予の最前年度iこあたり、平成7年3月31
日までにすべての事業所において、就業規則が
育児休業法に沿ったものであるように整復して
いただく必要があります。
●問い合わせ　福岡持人少年室℡092（411）4894

「
た
く
さ
ん
の
家
族
に
囲
ま
れ
て
元
気

に
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
ま
す
。
政
志

お
に
い
ち
ゃ
ん
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
習

い
、
た
く
ま
し
い
女
の
子
に
な
り
そ
う

で
す
」
と
、
お
か
あ
さ
ん
。

4
か
月
児
健
康
診
重
と

乳
児
相
談
が
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
は
保
健
衛
生
係
へ

◇
4
か
月
児
健
康
珍
重

●
と
き
　
1
月
1
9
日
　
（
木
）
　
午
後
1
時

1
0
分
～
1
時
4
0
分

●
対
象
　
生
後
4
か
月
～
6
か
月
児

（
平
成
6
年
1
月
か
ら
9
月
生
ま
れ

の
乳
児
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
内
容
　
匪
師
に
よ
る
診
察
、
身
体
測

定
、
保
健
婦
に
よ
る
保
健
指
蕪

●
待
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
髄
廉
手

帳
、
健
康
診
査
謀
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し

ま
す

◇
乳
児
相
談

●
と
き
　
1
月
2
4
日
　
（
火
）
　
午
前
9
時

0
0
分
－
日
時
3
0
分

●
対
象
　
生
後
1
か
月
～
1
2
か
月
児

●
と
こ
ろ
　
遍
質
町
中
央
公
民
館
和
室

●
内
容
　
体
重
、
身
長
測
定
、
保
健
婦

に
よ
る
保
健
指
導
な
と

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

今
年
度
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す

大
腸
が
ん
検
診

申
し
込
み
は
保
健
衛
生
係
へ
抵
話
で

●
と
き
　
1
月
1
3
日
　
（
金
）
　
午
前
9
時

5
0
分
～
1
0
時

●
対
象
　
4
0
歳
以
上
の
町
民
（
今
年
度

4
0
歳
に
な
る
人
を
含
む
）

●
料
金
　
五
百
円
　
（
検
診
日
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
）

●
検
診
の
内
容
　
便
に
血
液
が
混
じ
っ

て
い
な
い
か
ど
う
か
を
診
る
簡
単
な

検
査
で
す
。
当
日
は
問
診
と
便
を
と

る
容
器
の
配
付
が
あ
り
ま
す

●
そ
の
他
　
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
人

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

厳
冬
到
来
　
水
道
管
の
冬
じ
た
く
を
お
願
い
し
ま
す

中
間
市
水
道
局
遠
賀
営
業
所

ふ
だ
ん
水
を
使
わ
な
い
夜
。
気
温
が

下
が
る
と
水
道
の
水
が
凍
っ
て
、
水
道

管
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特

に
、
家
の
北
側
に
あ
る
水
道
管
や
む
き

出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
。
ま
た
、

風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道

管
な
ど
が
凍
り
や
す
い
も
の
で
す
。

水
道
管
が
凍
ら
な
い
よ
う
に
保
温
を

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
方
法
と
し
て
は
、

布
切
れ
と

保
温
材
　
（
布
き
れ
や
フ
ェ
ル
ト
な
ど
）

を
巻
き
つ
け
て
保
湿
し
ま
す
。
そ
の
上

か
ら
保
温
材
が
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
ビ

ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
を
巻
き
ま
す
。

タ
オ
ル
や
布
な
ど
を
か
ぶ
せ
て
、
そ

の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
『
ぬ
る
ま
湯
』

を
か
け
て
と
か
し
で
し
た
さ
い
。

こ
の
と
き
、
熱
湯
は
絶
対
に
か
け
な

い
で
く
だ
さ
い
。
熱
湯
を
か
け
る
と
水

道
管
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

止
水
栓
　
（
メ
ー
タ
ー
の
箱
の
中
か
、

そ
の
近
く
に
あ
り
ま
す
。
）
　
を
し
め
て

水
を
止
め
、
次
の
と
こ
ろ
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●
中
間
市
水
道
局
遠
賀
営
業
所

℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4
（
役
場
内
）

●
水
道
修
繕
セ
ン
タ
ー

℡
　
（
2
4
6
）
　
1
4
5
0



7m　　きぬをしっかり握りしめ、ペッタンペッタンもちを
つく写真の女の子は満面笑みですね。これは、12月17

日広波小学校で行われたもちつきの体験学習のひとコマ。
もち米は、子ともたちが自分で植え、育て、収穫したウルチ
米を交換して得たもの。“作る富び、食べる楽しみを実感’
そんなすてきな一日（こなりました。

消印g　　遠賀郡消防本部

火災発生！そのときどうする

安全に避難するための7つのポイント
火災で恐ろしいのは炎よりも煙です。姪にまかれる前に脱出

しなければ助かりません。しかし、ただやみくもに駆けたすの

ではなく、非常時のルールを守ることが大切です。そこで安全
に避難するための七つのポイントを紹介します。

奪威⑥制帽蒼

救急遠賀町　　　　27件

郡　内　　　136件

火災遠賀町　　　　0件

郡　内　　　　3件

①天井に火が燃え移ったときが避難の目安。
②子どもやお年寄り、病人を最初に避難さ

せる。

③服装や持ち物にこだわらず、できるだけ
早く避難する。

④ちゆうちょは禁物。炎の中は一気に走り
抜ける。

⑤煙の中を逃げるときは、姿勢を低くする。
⑥いったん逃げだしたら、再び中には戻ら

ない。

⑦逃げ後れた人がいるときは、近くの消防
隊にすぐに知らせる。

ヽ

覇謡詳言需

旺孟ろ遠賀軸公園周辺
襲・種目　　　　　　　町

結葦詰諾謹告重
謂器…碧2同∴∴婁一
▽中学生2・3年生女子3…」墜
▽一枝男子3畑　　　　　　マ

▽一般女子（30歳未満）3両　　　＿＿一

章準星圭
噛捲くいしはらずlこね　ラ

惑●劉幅棺町内に在住または、一二二

あ
な
た
の
家
庭
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
受
け
入
れ
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
ま

せ
ん
か
。
福
原
学
園
で
は
、
研
修
・
留

学
生
の
短
期
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入

れ
て
く
れ
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け

入
れ
て
よ
い
と
お
考
え
の
一
般
世
帯

な
ど

●
申
し
込
み
　
2
月
1
5
日
　
（
水
）
　
ま
で

に
、
福
原
学
園
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

〔
〒
棚
北
九
州
市
八
幡
西
区
自
由
ケ

丘

一

－

一

℡

（

6

9

1

）

3

3

3

1

〕

へ
電
話
ま
た
は
ハ
カ
キ
で
住
所
・
氏

2
月
1
5
日
ま
で
に
福
原
学
園
へ

一
番
身
近
な
国
際
交
流

ホ
，
ム
ス
テ
イ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
蚕

※
応
募
い
た
だ
い
た
各
家
庭
に
は
都
合

を
確
認
の
う
え
大
学
委
嘱
の
学
生
が

2
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
訪
問
し
、
受
け

入
れ
の
条
件
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

名
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

河
中
　
靖
菖
選

安
曇
野
の
刈
田
の
上
を
数
多
く

鴬
は
鳴
か
ず
空
低
く
飛
ぶ中

野
す
え
の

亡
き
姉
と
揃
い
に
買
い
し
ネ
ッ
ク
レ
ス

肌
に
冷
た
く
触
る
る
夕
暮
れ

伊
藤
ア
キ
子

い
そ
が
し
き
が
□
ぐ
せ
な
れ
ど

ク
ロ
ス
ワ
ー
・
卜

研
撮
め
終
え
て
コ
ー
ヒ
ー
旨
し

藤
沢
　
国
子

娘
の
家
の
新
築
に
我
が
菖
贈
ら
む
と

思
い
こ
め
つ
つ
扁
額
に
い
と
む

大
場
ト
シ
ミ

か
ら
松
の
林
を
ゆ
け
ば
か
ら
松
の

実
を
拾
い
け
り
か
ら
か
ら
の
実
を

言
開
　
録
朗

短
歌
（
お
ん
が
短
歌
会
綜
普
）

蕩
霊
薫
畳
蔓
冨
癖
蛋
ぎ
暴
悪

池
田
　
幸
利
運

露
草
の
露
を
含
め
る
古
墳
丘岩

萩
　
信
江

落
葉
踏
む
土
の
し
め
り
の
親
し
さ
に

小
野
多
恵
子

裏
参
道
奥
へ
と
椎
拾
う

芳
野
　
恵
子

三
窯
に
け
む
り
な
き
日
の
冬
紅
葉

末
永
キ
ミ
枝

天
井
も
燈
し
も
煤
け
山
眠
る加

藤
　
栄
子

俳
句
合
鍵
俳
女
句
会
抄
）
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鱒
擢
薫
軸
懸
濁
瓢
織
観
閲
翻
臨
臨
調
掛
軸
闘
繚
／
藻
融

総
面
積
二
十
二
・
一
四
両
　
『
水
と
緑
」
　
多
く
の
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
わ

た
し
た
ち
の
町
。
現
在
二
十
四
の
行
政
区
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
も
、

素
敵
な
場
所
、
話
題
に
な
る
こ
と
な
ど
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
「
お
ん
が
」
を
紹

介
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

人
口
、
ふ
く
ら
む

夢
、
ふ
く
ら
む

遠
賀
町
で
一
番
新
し
い
行
政
区
、
そ

れ
が
田
園
南
区
で
す
。
平
成
5
年
4
月

1
日
、
人
口
増
加
の
著
し
か
っ
た
田
園

区
が
北
区
と
南
区
に
分
区
し
誕
生
し
ま

し
た
。
田
園
北
区
と
あ
わ
せ
る
と
約
三

十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
住
宅
団
地
。

ほ
ぼ
全
区
画
の
入
居
が
す
ん
だ
田
圃

北
区
に
対
し
、
ま
だ
約
半
数
し
か
入
居

が
す
ん
で
い
な
い
田
園
南
区
は
、
今
後
、

入
居
完
了
ま
で
町
内
で
最
高
の
人
口
増

加
率
を
示
す
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
総
区
画
数
は
約
六
百
で
、
現
在
二

百
八
十
九
世
帯
、
千
八
十
三
人
が
住
む

地
区
。
区
が
発
足
し
た
当
時
の
二
百
十

一
世
帯
、
七
百
八
十
九
人
か
ら
、
わ
ず

か
二
年
足
ら
ず
で
、
区
の
人
口
は
約

一
・
四
倍
に
ふ
く
れ
上
が
り
ま
し
た
。

爽
や
か
な
汗
が
舞
う

ス
ポ
ー
ツ
交
流

新
し
い
ふ
る
さ
と
を
求
め
、
マ
イ

ホ
ー
ム
の
夢
を
実
現
さ
せ
た
ハ
イ
ク
リ

テ
ィ
ー
旺
盛
の
若
い
世
代
の
多
い
地
区

だ
け
に
、
ス
ポ
ー
ツ
熱
は
盛
ん
。
大
型

住
宅
団
地
と
い
う
こ
と
で
、
区
の
中
心

に
大
き
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
田
園
中

央
公
園
と
体
育
館
を
備
え
た
田
園
コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

ー

セ

ン

タ

ー

が

あ

り

ま

す
。
こ
れ
ら
の
施
設
を
中
心
に
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
な
ど
で
区
民
が
爽
や
か
な
汗
を
流

し
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

暑
い
夏
に
、
区
民
が
熱
く
な
る

地
区
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

「
新
し
い
地
区
で
す
か
ら
、
お
祭
が

あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
昔
な
が
ら
の
伝

統
行
事
な
ん
て
当
然
あ
り
ま
せ
ん
。
で

も
、
区
民
の
親
睦
は
、
区
の
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
で
図
っ
て
い
ま
す
」
と
区
長
さ

ん
。
そ
の
イ
ベ
ン
ト
と
は
、
8
月
に
行

わ
れ
る
盆
踊
り
大
会
。
昭
和
6
3
年
に
田

園
区
が
尾
崎
区
か
ら
分
区
す
る
前
か

ら
、
『
団
地
住
民
の
親
睦
の
た
め
に
」

と
始
ま
っ
た
こ
の
催
し
は
、
現
在
も
田

園
北
区
と
合
同
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
口
の
増
加
と
と
も
に
、
大
会
の
盛

り
上
が
り
も
増
し
、
特
に
、
体
育
部
や

婦
人
部
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
出
す
夜

店
は
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
と
か
。

〝
田
園
の
伝
統
行
事
と
い
え
ば
、
盆

踊
り
大
会
〟
と
言
わ
れ
る
日
は
そ
う
遠

く
な
い
よ
う
で
す
。

町
外
者
も
「
き
れ
い
な
団
地
」

と
絶
賛
の
緑
の
町

田
園
　
－
　
そ
の
名
の
と
お
り
、
緑
に

あ
ふ
れ
る
地
区
。
遠
賀
町
の
自
然
の
緑

に
、
地
区
内
の
緑
が
見
事
に
マ
ッ
チ
。

こ
れ
は
、
町
内
の
ど
の
地
区
に
も
な
い

特
徴
で
す
。

そ
の
秘
密
は
、
地
区
内
で
結
ば
れ
た

緑
化
協
定
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
協
定
は
、

宅
地
内
の
境
界
塀
を
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
な

く
、
生
け
垣
で
整
備
す
る
な
ど
を
取
り

決
め
た
も
の
で
、
緑
の
町
づ
く
り
に
一

役
か
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
4
月
か
ら

6
月
に
か
け
て
の
サ
ク
ラ
や
ツ
ヅ
ジ
の

そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
の
生
け
垣
の
ほ
か
、
街

路
樹
も
豊
富
。
「
録
の
町
」
は
区
の
自
慢

時
期
は
、
ま
る
で
区
内
が
花
に
包
ま
れ

た
よ
う
だ
と
か
。
区
を
訪
れ
る
町
外
の

人
か
ら
も
「
き
れ
い
な
団
地
で
す
ね
」

と
の
声
が
聞
か
れ
た
と
い
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
の
た
め

が
っ
ち
り
ス
ク
ラ
ム

遠
賀
町
二
十
四
番
目
の
行
政
区
と
し

て
4
月
で
ち
ょ
う
ど
2
年
が
過
ぎ
る
田

園
南
区
。
新
し
い
こ
の
地
区
に
、
こ
れ

か
ら
ど
ん
な
歴
史
が
刻
ま
れ
る
の
で

し
ょ
う
が
。
区
長
さ
ん
は
「
田
園
北
区
・

両
区
と
分
か
れ
て
は
い
ま
す
が
、
そ
も

そ
も
は
、
夢
と
希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま

せ
、
あ
た
ら
し
い
故
郷
を
求
め
て
こ
こ

に
や
っ
て
来
た
人
ば
か
り
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
お
互
い
の
区
民
が
が
っ
ち
り
ス

ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、
だ
れ
も
が
　
〝
こ
の

地
区
に
住
ん
で
良
か
っ
た
〟
と
思
え
る

よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

図
日
回
国

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す。
速
報
性
や
情
報
量
の
多
さ
で
は
で
は
テ

レ
ビ
や
新
聞
に
は
か
な
い
っ
こ
な
い
広
報

紙
で
す
。
で
も
、
こ
の
町
を
そ
し
て
、
こ

の
町
に
住
む
人
を
愛
す
る
気
持
ち
は
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
に
は
絶
対
に
負
け
な
い
つ
も

り
で
す
。
今
年
も
広
報
お
ん
が
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

年
に
数
回
行
わ
れ
て
い
る
広
報
担
当
者

を
対
象
に
し
た
研
修
会
に
参
加
し
て
最

近
、
よ
く
感
じ
る
こ
と
は
、
女
性
の
担
当

者
が
増
え
て
き
た
と
い
う
こ
と
。
中
に
は

当
然
、
家
庭
の
主
婦
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す。
「
一
度
帰
宅
し
、
子
ど
も
た
ち
に
夕
食
を

食
べ
さ
せ
て
か
ら
、
役
場
に
戻
り
編
集
し

て
る
ん
で
す
よ
」
と
、
あ
る
女
性
。
「
原

稿
締
め
切
り
か
迫
っ
て
る
か
ら
、
今
日
の

帰
り
は
遅
く
な
る
」
と
冷
た
い
言
葉
で
済

ま
せ
て
い
る
自
分
が
恥
ず
か
し
く
な
り
ま

した。帰
宅
し
て
、
玄
関
の
ド
ア
を
あ
け
「
も

う
お
仕
事
終
わ
っ
た
の
」
と
笑
顔
で
迎
え

る
我
が
子
を
見
た
と
き
「
ポ
ッ
」
と
す
る

自
分
。
子
ど
も
の
笑
顔
と
は
逆
に
疲
れ
た

表
情
の
妻
。
仕
事
と
家
事
と
子
育
て
で
憶

怪
し
き
っ
て
い
る
ん
だ
。
「
帰
り
は
遅
く

な
る
」
こ
の
無
責
任
な
言
葉
に
反
省
。

一
九
九
五
年
、
今
年
は
亥
年
。
「
仕
事

で
猪
突
猛
進
も
い
い
け
れ
ど
、
家
庭
を

ゆ
っ
く
り
見
つ
め
な
お
し
て
、
猪
突
猛
進

し
た
あ
と
は
子
ど
も
た
ち
と
も
ゆ
っ
た
り

し
た
ひ
と
と
き
を
過
ご
そ
う
」
。
広
報
担

当
者
三
度
目
の
正
月
は
、
そ
う
感
じ
て
い

ま
す
。
（
英
）


